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ECHIGO-TSUMARI ART TRIENNALE 2012 大地の芸術祭の楽しみ方
全部教えちゃいます。

今
さ
ら
聞
け
な
い

　

大
地
の
芸
術
祭
っ
て
何
？

芸
術
祭
な
人
た
ち

あ
～
と
も
り
あ
げ
隊
長
×
語
る

津
南
の
作
品
が
す
ご
い

大
地
の
市
に
行
こ
う
!!

パ
ス
ポ
ー
ト
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
あ
つ
い

関
係
者
が
教
え
る
。
外
せ
な
い
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

上
野
に
カ
フ
ェ
現
る 全
部
教
え
ち
ゃ
い
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
の

楽

し

み

方

 草間彌生／花咲ける妻有



3 広報 平成24年7月号

ECHIGO-TSUMARI ART TRIENNALE 2012

　

大
地
の
芸
術
祭
は
、
里
山
を
舞
台
に
し
た
芸
術
の
祭
典
と
し
て
、

２
０
０
０
年
に
十
日
町
市
、
松
代
町
、
松
之
山
町
、
川
西
町
、
中
里
村
、
そ

し
て
津
南
町
の
６
市
町
村
で
第
１
回
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
３
年
に
１
回

開
催
す
る
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
芸
術
祭
も
す
で
に
４
回
開
催
さ
れ
、

世
界
中
の
芸
術
家
が
住
民
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と
協
働
で
作
品
制
作
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
キ
ナ
ー
レ
（
十
日
町
）、
キ
ョ
ロ
ロ
（
松
之
山
）、
ま
つ
だ
い
「
農

舞
台
」（
松
代
）
光
の
館
（
川
西
）
な
ど
建
物
建
築
の
ほ
か
会
期
後
も
残
る

地
域
に
根
ざ
し
た
作
品
が
今
も
約
１
６
０
作
品
あ
り
ま
す
。

　

今
年
で
５
回
目
の
開
催
と
な
る
大
地
の
芸
術
祭
は
、
世
界
で
も
最
大
規
模

の
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
と
し
て
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

今
さ
ら
聞
け
な
い

大
地
の
芸
術
祭
っ
て
何
？

蔡國強［ツァイ・グォンチャン］／ドラゴン現代美術館

瀧澤 潔／津南のためのインスタレーション - つながり -

管懐賓［グァン・ファイビン］／時を越える旅

李在孝［イ・ジェヒョ］／ 0121-1110=109071 金九漢［キム・クーハン］／かささぎたちの家
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芸
術
祭
な
人
た
ち

　

大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
は
、
芸
術
家
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
手
が
加
わ
り
完
成
し

ま
す
。

　

あ
る
人
は
、
ペ
ン
キ
塗
り
、
あ
る
人
は
交
流

会
を
と
お
し
て
、
そ
し
て
あ
る
人
は
カ
フ
ェ
の

店
員
と
し
て
…
。

　

そ
ん
な
作
品
制
作
の
仲
間
に
、
集
落
の
か
た

や
町
外
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ほ
か
に
今
回
の
芸
術

祭
か
ら
、
芸
術
祭
を
応
援
す
る
町
民
が
集
ま
っ

た
「
あ
〜
と
も
り
あ
げ
隊
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

力
強
い
仲
間
を
得
て
、
津
南
の
芸
術
祭
へ
の
関

わ
り
は
加
速
し
て
い
ま
す
。

「あ～ともりあげ隊」を中心に、町内で作品制作を展開する作家との交流会が開かれました。この中の誰が作家で、誰が「あ～ともりあ

げ隊」か分かりますか？名前や肩書をはずせばみんな「芸術祭な人」。そしてみんな芸術祭を通して知り合った津南ファンなのです。

休日に作家とともに作品づくりを行う「あ～ともりあげ隊」の皆さん。

作家や料理研究家など地域を訪れるさまざまな人と交流する上野集落

の皆さん。

外国人作家のガバさん。公民館に集まって楽しい交流会を開きました。

（外丸集落）
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サポーターの子へび隊だけでの制作も多かった。

（第2 回大地の芸術祭）

第1 回芸術祭の立ち上げからかかわり、津南の芸術祭の作品に

ついてすべてを知る数少ないひとり。

あ～ともりあげ隊長　志賀孝さん（正面）

10
年
前
と
今

　

芸
術
祭
の
計
画
が
始
ま
っ
て
も
う
15
年
以
上

に
な
る
よ
。
最
初
は
ほ
ん
と
う
に
い
ろ
い
ろ
ご

た
ご
た
し
て
大
変
だ
っ
た
。

　

何
か
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
手
伝
っ
て
く
れ

る
人
が
い
な
く
て
ね
。
芸
術
祭
へ
の
反
発
も
す

ご
か
っ
た
。
で
も
今
は
、
芸
術
祭
に
協
力
し
て

く
れ
る
集
落
も
ほ
ん
と
う
に
増
え
た
。

　

ゆ
っ
く
り
だ
け
ど
、
芸
術
祭
が
津
南
の
人
に

認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
る
よ
。
今
回

は
、
念
願
の
町
中
心
部
に
は
じ
め
て
作
品
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、「
あ
〜
と
も
り
あ

げ
隊
」
っ
て
い
う
力
強
い
仲
間
が
で
き
た
。

津
南
フ
ァ
ン
を
増
や
す
。

　　

あ
〜
と
も
り
あ
げ
隊
は
、
実
は
ま
だ
結
成
し

て
２
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
ん
だ
。

　

特
別
な
に
か
で
、
募
集
し
た
訳
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
最
初
の
メ
ン
バ
ー
の
知
り
合
い
、
そ
の
ま

た
知
り
合
い
と
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る

よ
。
こ
こ
数
週
間
で
も
、「
仲
間
に
入
れ
て
ほ

し
い
」
と
隊
員
が
増
え
て
い
る
ん
だ
よ
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

“
人
を
呼
ぶ
”

　

隊
員
は
、
津
南
育
ち
ば
か
り
で
な
く
、
町
外

か
ら
津
南
に
来
た
人
も
多
い
。
だ
か
ら
、
外
か

ら
見
た
津
南
、
外
か
ら
見
た
芸
術
祭
の
良
さ
と

い
う
も
の
を
知
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
ん
な

隊
員
た
ち
と
、
作
家
、
住
民
が
つ
な
が
り
出
す

と
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
出
て

く
る
。「
あ
い
つ
は
、あ
れ
が
で
き
る
ぞ
。」「
あ

れ
の
友
達
に
、
す
ご
い
や
つ
が
い
る
ぞ
。」
と
、

芸
術
祭
の
作
品
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
津

南
の
良
さ
を
活
か
し
た
可
能
性
が
見
え
て
く
る

ん
だ
。

　

そ
ん
な
作
家
と
津
南
の
縁
は
、す
で
に
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
景
山
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
は
じ

ま
っ
た
「
河
岸
段
丘
花
火
」
や
「
信
濃
川
花
火
」

と
い
う
か
た
ち
で
実
現
し
て
津
南
に
新
し
い
楽

し
み
を
教
え
て
く
れ
た
。

み
ん
な
ア
ー
ト
な
ん
だ
よ

　

ア
ー
ト
っ
て
辞
書
を
引
く
と
芸
術
の
こ
と
な

ん
だ
よ
ね
。
じ
ゃ
あ
芸
術
っ
て
何
？
っ
て
こ
と

だ
け
ど
、
絵
や
書
道
、
写
真
や
音
楽
だ
っ
て
芸

術
な
ん
だ
。
だ
か
ら
ア
ー
ト
は
、
す
で
に
津
南

で
も
や
っ
て
い
る
人
は
、
ほ
ん
と
は
た
く
さ
ん

い
る
ん
だ
よ
。

　

最
初
に
芸
術
祭
が
始
ま
っ
た
と
き
に
、
現
代

ア
ー
ト
っ
て
こ
と
で
、
距
離
を
感
じ
て
し
ま
っ

た
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
み
ん
な
普

段
か
ら
ア
ー
ト
に
触
れ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
あ
〜
と
も
り
あ
げ
隊
は
、
芸

術
祭
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
ア
ー
ト
を
応
援

し
て
、も
っ
と
も
っ
と
津
南
の
良
さ
を
出
し
て
、

「
津
南
フ
ァ
ン
」
を
増
や
し
て
い
き
た
い
ん
だ
。

ま
だ
ま
だ
津
南
は
よ
く
な
る
よ
。

あ
～
と
も
り
あ
げ
隊
長

　
　
　

×

　
　
　

語
る
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津
南
の
作
品
が
す
ご
い

　

今
年
の
芸
術
祭
作
品
約
３
６
０
点
の
う
ち
、
津
南
町
で
見
ら
れ
る
作
品
は
、
既
存
作

品
も
含
め
て
21
作
品
で
す
。
芸
術
祭
全
体
の
約
６
％
に
も
満
た
な
い
作
品
数
で
す
が
、

津
南
の
作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
が
濃
〜
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
細
か
な
作
品
の
解
説

は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
購
入
し
て
お
読
み
い
た
だ
く
と
し
て
、
新
作
を
中
心
に
津
南
の

作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
今
月
号
の
作
成
時
に
ま
だ
作
品
が
未
完
成
な
も
の
は
、
完
成
予
想
図
に
な
り
ま
す
。

集　落 作　家 作品タイトル
美雪町 瀧澤潔 地中でそっと暮らしているもの
大割野 山本想太郎 建具ノモリ
外丸 メシャック・ガバ ミカドゲーム
上野 呉達新（ウー・ダシン） タイム・トンネル
上野 センス・アート・スタジオ 東アジア芸術村センター — ドラゴンの迎える場
上野 劉佳婧（リュウ・ジャジング） 在るべき場所

田中/ マンパク アン・ハミルトン 金属職人の家
マンパク 滝沢達史 山の頂きへ

足滝 霜鳥健二 足滝に生きる「記憶―記録」足滝の人々
中深見 本間純 見えない村を目印にして

太田新田 Bubb & Gravityfree with KEEN 出逢いDEAI

津南の
新作

本間純【見えない村を目印にして】
過去３回、津南で作品制作した本間純さんの今年の作品は、風景に溶け込む彫刻で
す。目を凝らさないと作品が見つけられないかも。

瀧澤潔【地中でそっと暮らしているもの】
前回の芸術祭で、美雪町の工場跡にＴシャツを使った作品を制作した瀧澤潔さん。今
回は、建物の床下に作品を制作します。

劉佳婧（リュウ・ジャジング）【在るべき場所】
上野のあぜ道に設置されるたくさんの看板を手がかりに進む
と新しい発見があるかも !?

津南の作家同士の交流もあつい。左から滝
沢達史さん、本間純さん、山本想太郎さん
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上
野
に
カ
フ
ェ
現
る

　

上
野
集
落
は
、
第
１
回
芸
術
祭
か
ら
毎
回
作

品
制
作
に
協
力
し
て
い
る
、
芸
術
祭
と
も
っ
と

も
か
か
わ
り
の
深
い
集
落
の
ひ
と
つ
で
す
。
さ

ら
に
、
前
回
か
ら
集
落
公
民
館
を
東
ア
ジ
ア
の

芸
術
家
の
作
品
制
作
拠
点
と
す
る
た
め
、
展
示

場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
作
家
が
宿
泊
で

き
る
よ
う
に
改
修
が
し
て
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
芸
術
祭
で
は
、
集
落
公
民
館
で
の
作

品
展
示
だ
け
で
な
く
、
集
落
の
皆

さ
ん
が
芸
術
祭
に
来
ら
れ
た
お
客

さ
ん
を
カ
フ
ェ
（
ド
ラ
ゴ
ン
カ

フ
ェ
）
で
も
て
な
し
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
料
理

研
究
家
の
坂
田
阿
希
子
さ
ん
の
指

導
で
、
ア
ジ
ア
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

「
カ
ツ
サ
ン
ド
」「
ル
ー
ロ
ー
飯
」

そ
し
て
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
お

茶
を
楽
し
め
ま
す
。

　

地
元
食
材
と
東
ア
ジ
ア
料
理
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を

お
楽
し
み
に
!!

ドラゴンカフェのお知らせ
■開店期間
　7月29日～9月17日
■開店時間
　11時～16時
　（売切れ次第終了）
■主なメニュー
　☆カツサンド
　☆ルーロー飯
　☆東アジアティー

料理研究家の指導の
もと、試作料理をつ
くる上野の皆さん。

つ な ん ポ ー ク を
使ったカツサンド
と、ルーロー飯。

霜鳥健二【足滝に生きる「記憶―記録」足滝の人々】
これまでも足滝の人々を題材に作品制作をしてきた霜鳥さ
ん。今回の作品では、住人の足跡を記録する。

滝沢達史【山の頂へ】前回の芸術祭で山文字プロジェクトを手掛けた滝沢達史
さんの作品です。マウンテンパーク展望台の中にスキー場が !!

呉達新（ウー・ダシン）【タイムトンネル】鮭を捕る道具を模した巨大なオブジェ
から、景色を眺められます。どんな景色が見えるかな。

ⓒ三村健二
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関
係
者
が
教
え
る
。外
せ
な
い
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
芸
術
祭
を
見
に
親
戚
や
友
人
が
や
っ
て
く
る
が
、ど
れ
を
見
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
。」
そ
ん
な
か
た
に
、関
係
者
か
ら
そ
っ

と
聞
い
た
必
見
作
品
を
８
つ
ご
紹
介
。
さ
ら
に
も
っ
と
効
率
的
に
巡
り
た
い
か
た
に
は
、
１
０
０
種
類
の
コ
ー
ス
を
用
意
し
た
公

式
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
「
真
夏
の
里
山
体
験
１
０
０
の
旅
」（
問
：
７
５
７-

２
６
３
７
）
が
オ
ス
ス
メ
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

東
ア
ジ
ア
芸
術
村
セ
ン
タ
ー

　
　

― 

ド
ラ
ゴ
ン
の
迎
え
る
場

（
津
南
町
上
野
）

セ
ン
ス
・
ア
ー
ト
・
ス
タ
ジ
オ

　

香
港
の
セ
ン
ス
・
ア
ー
ト
・
ス
タ
ジ
オ
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
辰
年
に
ち
な
ん
だ
ド
ラ
ゴ
ン

の
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
カ
フ
ェ
の
運
営
や
グ
ッ

ズ
販
売
も
行
い
ま
す
。

　
　

出
逢
い　

D
EA

I

　（
津
南
町
太
田
新
田
）

B
ubb

＆G
ravityfree w

ith K
EEN

　

空
家
を
使
っ
た
作
品
は
多
い
が
、
こ
の
作

品
は
、
作
家
と
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
い
う
企
業
が

い
っ
し
ょ
に
企
画
に
参
加
し
て
い
る
点
が
、

ほ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
違
い
ま
す
。

　

中
身
は
、
会
期
前
は
一
切
非
公
開
と
い
う

作
品
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　
　

金
属
職
人
の
家

（
津
南
町
田
中
・
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
）

ア
ン
・
ハ
ミ
ル
ト
ン

　

田
中
集
落
の
空
き
家
と
、
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー

ク
に
あ
る
ド
ラ
ゴ
ン
現
代
美
術
館
（
登
り
窯
）

の
両
方
に
作
品
を
展
開
す
る
作
家
ア
ン
・
ハ
ミ

ル
ト
ン
さ
ん
。（
ア
メ
リ
カ
）

　

田
中
の
作
品
と
、
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
の
作

品
が
見
え
な
い
音
で
結
ば
れ
る
と
い
う
…
。

は
た
し
て
ど
ん
な
作
品
に
な
る
の
か
。

　　　見逃せないイベント
　会期中には、作品内外でさまざまなイベン
トが行われる。どれも見逃せない。
■シンポジウム「世界は地域をどう見るか
　―発信する現場、東アジア芸術村」
　７月29日㈰　17：30～19：00
　十日町市・越後妻有里山現代美術館 ［キナーレ］
　（要予約）
■櫻井郁也ソロダンス
　８月15日㈬　13：30、15：30開演
　美雪町（瀧澤潔作品内）
■Gravityfree Live Painting Show
　８月12日㈰　14：00　開演
　太田新田（KEEN ハウス）
■巡礼-祈りの旅-（巨大な人形によるパレード）
　８月25日㈯　20：45　上野
　８月26日㈰　14：00　大割野
　９月16日㈰　14：00　穴山
■ここにおいて／火影（送り火花火）
　８月16日㈭　19：30～21：30
　外丸小学校校庭
■A Cloud        of Sound
　（アン・ハミルトンのパフォーマンス）
　７月28日㈯　15：00～16：00　マウンテンパーク津南
　８月14日㈫　18：15～19：00　田中
　９月16日㈰　17：45～18：30　足滝

Point

1

Point

2
Point

3

Point

4
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越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
キ
ナ
ー
レ
］

（
十
日
町
市
）

　

こ
れ
ま
で
の
芸
術
祭
で
も
中
心
的
な
存
在

の
ひ
と
つ
だ
っ
た「
キ
ナ
ー
レ
」が
体
験
型
の

現
代
美
術
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

世
界
の
新
進
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品

10
点
が
回
廊
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
　

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
下
条
駅
・
越
後
田
沢
駅
）

　

今
回
の
芸
術
祭
か
ら
、
越
後
妻
有
を
走

る
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
の
駅
前
に
ア
ー
ト
を
設
置
す

る
「
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
下
条
駅
と
越
後
田
沢
駅

に
ア
ー
ト
作
品
が
設
置
さ
れ
、
期
間
中
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
手
が
け
た
ア
ー
ト
列
車
が

運
行
さ
れ
ま
す
。

　
　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス

（
松
之
山
浦
田
）

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト

　

木
造
民
家
を
改
修
し
た
初
代
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ハ
ウ
ス
が
長
野
県
北
部
地
震
で
全
壊

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、「
安
く
て
、
小
さ
く
て
、

頑
丈
」
と
い
う
防
災
建
築
を
テ
ー
マ
に
新
し
い

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス
」
が
作
ら
れ
ま

し
た
。

　

田
舎
の
風
景
に
現
れ
る
三
角
形
を
目
撃
せ
よ
。　

　

絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館（

十
日
町
市
鉢
）

田
島　

征
三

　

懐
か
し
い
木
造
校
舎
が
絵
本
作
家
の
田
島

征
三
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
美
術
館
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
作
品
で
す
。美
術
館
全
体
が
、ひ
と
つ
の

物
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、集
落
全
体
を
使
っ
た
作
品
を
考
え

て
い
る
よ
う
で
す
。「
鉢
」と
い
う
集
落
も
必
見

で
す
。

Point

5

Point

6

Point

8

Point

7

モニュメンタ 2010 クリスチャン・ボルタンスキー
「PERSONNES」 / グランパレ（パリ）

Photo：A.Shiraha
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全部教えちゃいます。

至長野
to Nagano

至秋山郷
to Akiyama-go

津南町役場
Tsunan town hall

津南駅入口
Crossing

大割野
Crossing

至十日町
to Tokamachi

至津南駅
to Tsunan station

R117

R405

Here!
P有

大
地
の
市
に
行
こ
う
!!

　

世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
「
大
地
の
芸
術
祭
」
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

津
南
町
中
心
部
の
盛
り
上
が
り
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
芸
術
祭
で
は
、
津
南
の
魅
力

を
発
信
す
る
案
内
所
を
兼
ね
た「
大
地
の
市
」を
行
い
、町
中
心
部
か
ら
も
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
「
大
地
の
市
」
は
、
作
家
：
山
本
想
太
郎
さ

ん
の
作
品
「
建
具
ノ
モ
リ
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
い
ら
な
く
な
っ
た
建
具
を
３
枚

ず
つ
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
88
セ
ッ
ト
つ
な
い

で
正
三
角
形
を
構
成
す
る
巨
大
な
ア
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
作
品
の
空
間
を
利
用
し
て
、
町
内
外
の

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
、
週
末
に
集
ま
り
町
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
日
曜
日
に
は
、
会
場
内
の
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
祭
り
や
民
俗
に
ま
つ
わ

る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

　ジャムとクッキー（サンベリー大割野店）

	 焼きとうもろこし（貝坂んしょ）

　特別本醸造「苗場山」（瀧澤酒造合名会社）

	 中津地区の案内とおもてなし（中津んしょ）

　自然農法野菜（農園の人々）

	 きゅうり二五八漬、豆子さん（煎豆）（㈱ふれあい工房）

　お菓子（松屋）

	 手作りグッズと茶室（なじょもん）

　かき氷と地ジュース（津南あ～ともりあげ隊）

　

町
中
心
部
で
の
芸
術
祭
作
品
の
設
置
と
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
町
民
が
か
か
わ
る
会
期
中
の
イ
ベ

ン
ト
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　

こ
の
夏
は
、
大
地
の
市
に
行
こ
う
!!

町内外から集めた建具を白く塗り、３枚ずつ組み合わせました。
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作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
と

　
　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
あ
つ
い

0

0

0

0

日曜ごとのイベントに注目 !!
▼会期中の土日を中心に市を開催し、日曜日にはイベントも開催されます。

7 月 29 日㈰ 10:00 ～ 11:00　火焔太鼓と穴山太鼓
　女性のみで構成される太鼓グループ「火焔太鼓」と穴山集落に伝わる太鼓と尺
八の二人組ユニット。
8 月 4 日㈯ 10:00 ～ 15:30　縄文の日 / なじょもん
　縄文人の生活を体感できる「火おこし」と「弓矢」体験を常時開催します。
8 月 12 日㈰ 10:00 ～ 15:30　自然の日 / なじょもん
　津南の自然素材にこだわったクラフト体験を開催します。枝木で作る昆虫はお
土産にも最高です。
8 月 19 日㈰ 10:00 ～ 11:30　わらじ作り /KEENJapan
　昔ながらの「わらじ作り」体験をとおして過去と現在、物と物の出逢いから未
来に想いを馳せよう。
8 月 26 日㈰ 14:00 ～ 15:00　大地の芸術祭 2012 参加作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　「巡礼―祈りの旅―」/ ダダ創意 + 差事劇団
　2009 年に穴山集落で制作した作家：林舜龍が、台湾の劇団を引き連れて再訪。
神輿と巨大なからくり人形を制作し、打楽器「ドラ」と共に、人形を引き連れて
賑やかにパレードします。
9 月 2 日㈰ 10:00 ～ 15:30　民俗の日 / なじょもん
　農業文化に触れる日。昔の農機具を並べ当時の農業を疑似体験できます。また
わら細工のワークショップも行われます。
9 月 9 日㈰ 10:00 ～ 11:00　笠鉾（かさぼこ） と卯ノ木奏楽（そうがく）
　大きな傘を中心に絵や花で飾りつけた笠鉾と、十二社神事の雅楽が行われます。
9 月 16 日㈰ 14:00 ～ 16:00　からす踊りと佐平治
　天明の飢餓の時に妻有郷や秋山郷を私財を投じて救った佐平治の物語を紙芝居
で紹介。また秋山郷の伝統的な民謡である “ のよさ節 ” と祭礼やお盆につきものの
“ からす踊り ” も披露

　

芸
術
祭
作
品
を
鑑
賞
す
る
に
は
、
作
品
鑑
賞

パ
ス
ポ
ー
ト
の
購
入
が
必
要
で
す
。

　

個
別
の
鑑
賞
料
金
（
３
０
０
円
〜
５
０
０

円
）
を
支
払
っ
て
も
鑑
賞
で
き
ま
す
が
、
何
作

品
も
見
る
な
ら
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
が
お
得

で
す
。

　

さ
ら
に
、
十
日
町
市
、
津
南
町
内
に
お
住
ま

い
の
か
た
に
は
、
す
で
に
全
戸
配
布
し
て
い
る

地
元
割
引
の
チ
ラ
シ
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と

１
，
５
０
０ 

円
引
き
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
会
期
前
の
７
月

28
日
ま
で
が
、
前
売
り
料
金
、
そ
の
後
は
当
日

料
金
に
な
り
ま
す
。

　
前
売
り
が
お
得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
７
月
28 

日
ま
で
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

▼作品鑑賞パスポートのお知らせ
■販売料金
　一般　　　前売り　3,000 円（割引後 1,500 円）
　　　　　　当　日　3,500 円（割引後 2,000 円）
　学生　　　前売り　2,500 円（割引後 1,000 円）
　　　　　　当　日　3,000 円（割引後 1,500 円）
　※学生料金は、高校生、専門学校、大学生です。
　※中学生以下は無料になります。
■販売所
　津南町役場地域振興課　津南町観光協会　なじょもん
　ほか十日町市役所など
■お問い合わせ先
　津南町役場地域振興課　　　　　℡ 765-3115
　大地の芸術祭実行委員会事務局　℡ 757-2637

黄色がまぶしい 30 ページもある作品鑑賞パスポート（右）
厚さ 1.5㎝と情報満載のガイドブック 1,260 円（左）

↑地元割引チラシ。
なくされたかたは、地域
振興課に予備があります。

「大地の市」の開催に合わせて、「大

地の市グッズ」を制作する予定です。

作品のグッズ制作を行うのは初めて

の試みですが、芸術祭のお土産にい

かがですか。

大地の市グッズ



◆交通事故は、やっぱりとびだし
●狭い道路から広い道路へのとびだし、左右不確認の道路横断が、
　事故の一番の原因です。
●自転車による事故が増えています。十分気をつけさせてくださ
　い。（とびだし・無灯火・二人乗りなど）
●自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶらせましょう。

◆心のこもった明るい挨拶の
　できる子に

◆よい言葉づかいで話せる子に

◆服装・身だしなみがきちんと
　している子に

●乱暴な言葉・聞き苦しい言葉を聞いたら、その場で、
　一声かけましょう。

◆規則正しい生活リズムを！
●「早寝、早起き、朝ごはん」を定着させましょう。
●ゲームやテレビ、インターネットをする時間を決め
　ましょう。

●親や大人が見本となって地域で明るい挨拶の輪を広
　げましょう

しつけ

◆防ごう水難事故
●信濃川、中津川、清津川で遊ぶときは、必ず保護者がついてく
　ださい。中学生は保護者の責任において判断してください。

◆不審者による心配な事案が増えて
　います。
●不審者に出会ったときの対応の仕方を話し合いましょう。
　（大声を出す、子ども110番の家の確認、警察への連絡等）

◆話し合い・ふれ合いをたいせつに
●子どもとふれあう機会を多くもちましょう。子どもの話に耳を傾けてください。
●生命のたいせつさを親子で話し合いましょう。

◆子どもたちの好奇心を正しい方向に
●日ごろできない体験、町や地域が主催する行事等への参加を積極的にすすめましょう。
●携帯電話やインターネットには、有害情報にアクセスする（接続する）可能性があります。
　フィルタリングサービス等を活用しましょう。

◆飲酒、喫煙、無免許運転、外泊はさせない
●祭り等での子どもの飲酒、喫煙に十分注意しましょう。
●子ども同士の泊まり合いや、ゲームセンター、カラオケボックス等への出入りは、やめさ
　せましょう。
●大人のちょっとした気配りで子どもが非行に走るのを防げます。
　（バイクや車のカギを外しておくことなど。）

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●人や建物に向けた花火が事故を引き起こした例もあります。

！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

平成24年度津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！たいせつにしていますか 日ごろの躾はどうですか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなん
の子」を合言葉に、町で、地域で子どもたちを育てようと
いう活動を行っています。家の前を通る子どもたちにも
積極的に声をかけ、みなさんの協力と気配り・目配りで正
しく子どもたちを育てましょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで
夏休みです。地域での子どもたちの様子を学校に
もお知らせください。

●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りた
　ものであれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。

どの子もみんなつなんの子

安全に安全に安全に 健全に健全に健全に 良い習慣を良い習慣を良い習慣を

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
あいさつ、声がけを
しましょう。
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津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

平成24年度津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！たいせつにしていますか 日ごろの躾はどうですか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなん
の子」を合言葉に、町で、地域で子どもたちを育てようと
いう活動を行っています。家の前を通る子どもたちにも
積極的に声をかけ、みなさんの協力と気配り・目配りで正
しく子どもたちを育てましょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで
夏休みです。地域での子どもたちの様子を学校に
もお知らせください。

●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りた
　ものであれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。

どの子もみんなつなんの子

安全に安全に安全に 健全に健全に健全に 良い習慣を良い習慣を良い習慣を

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
あいさつ、声がけを
しましょう。
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「
歌
の
日
曜
散
歩
」公
開
生
放
送

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

認
定
試
験
及
び
受
験
講
習
会

わ
た
し
の
主
張

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
で
は
津
南
町
と
の
共
催

で
ラ
ジ
オ
第
１
放
送
の
番
組
「
歌
の
日
曜
散

歩
」
の
公
開
生
放
送
を
津
南
町
公
民
館
で
実
施

し
ま
す
。「
歌
の
日
曜
散
歩
」
は
、
リ
ク
エ
ス

ト
曲
と
手
紙
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
寄
せ
ら
れ
る
お

便
り
で
構
成
す
る
リ
ス
ナ
ー
参
加
型
の
番
組
で

す
。
参
加
希
望
者
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
16
日
㈰

　

開
場
／
午
前
９
時　

開
演
／
午
前
10
時
５
分

　

終
演
／
午
前
11
時
50
分
（
予
定
）

■
会
場　

津
南
町
公
民
館

■
出
演
者　

鎌
田
正
幸
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
坪
郷

佳
英
子
キ
ャ
ス
タ
ー

■
主
催　

津
南
町
、
津
南
町
教
育
委
員
会
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局

■
観
覧
申
込
〈
入
場
無
料
〉

　

郵
便
往
復
は
が
き
の
「
往
信
用
裏
面
」
に
、

郵
便
番
号
・
お
と
こ
ろ
・
お
名
前
・
電
話
番
号

　
「
返
信
用
表
面
」
に
、郵
便
番
号
・
お
と
こ
ろ
・

お
名
前
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
多
数
の
場
合
、抽
選
の
う
え
入
場
整
理
券（
１

枚
で
お
二
人
ま
で
入
場
可
）を
お
送
り
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴
土
木
及
び
、建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を
卒
業
し
た
人

⑵
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
１
年
以
上
を
有
す
る
人

⑶
実
務
経
験
２
年
以
上
を
有
す
る
人

■
受
験
講
習
及
び
受
験
の
申
込
み

・
受
付
期
間
７
月
24
日
㈫
〜
８
月
10
日
㈮

　

受
付
場
所　

津
南
町
役
場
建
設
課

※
申
込
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

■
受
験
講
習

・
講
習
日　

10
月
24
日
㈬

・
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・
会
場　

ハ
イ
ブ
長
岡

・
受
講
料　

５
，
０
０
０
円

■
認
定
試
験

・
試
験
日　

11
月
18
日
㈰

・
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

※
入
場
時
間
午
前
９
時
か
ら
９
時
45
分

・
会
場　

長
岡
新
産
管
理
セ
ン
タ
ー

・
受
験
料　

３
，
０
０
０
円

※
受
験
講
習
を
受
け
な
い
で
認
定
試
験
を
受
け

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

※
試
験
等
に
必
要
な
書
類
が
用
意
で
き
る
の
は

８
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

■
お
問
合
せ
先

・
建
設
課
上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５-
３
１
１
６

・
㈶
新
潟
県
下
水
道
公
社　

総
務
課

　

℡
０
２
５-

２
７
１-
１
１
５
１

　

中
学
生
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
こ

と
、考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
主
張
を
発
表

し
ま
す
。ぜ
ひ
聞
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
10
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
会
場　

十
日
町
市　

市
民
会
館

■
出
場
者　

郡
市
内
の
各
中
学
校
代
表
生
徒
12
人

■
入
場
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部　

企
画
調
整
課

　

℡
７
５
７-

２
４
０
０

＊
１
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

＊
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
抽
選
結
果
を
印
刷
し

ま
す
の
で
、
白
紙
の
ま
ま
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

紙
・
シ
ー
ル
等
の
貼
り
付
け
、
修
正
液
の
ご

使
用
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
あ
て
先
）〒
９
５
１-

８
５
０
８（
住
所
不
要
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局「
歌
の
日
曜
散
歩
」係

（
締
め
切
り
）
８
月
23
日
㈭
必
着

■
放
送
予
定　

９
月
16
日
㈰
午
前
10
時
５
分
〜

11
時
50
分　

ラ
ジ
オ
第
１

■
お
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局

　

℡
０
２
５-
２
３
０-

１
６
８
２

　
（
テ
ー
プ
案
内
）

　

町
公
民
館　

℡
７
６
５-
３
１
３
４

　
（
平
日　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
）

　

ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
抽
選
結

果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
務
ス
キ
ル
基
本
科

９
月
入
校
生
募
集

■
対
象
（
定
員
18
人
）

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
、
実
務
ス
キ
ル
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

■
期
間　

９
月
21
日
㈮
〜
12
月
20
日
㈭

■
時
間　

平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
10
分

■
会
場　

十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ（
十
日
町
市
）

■
受
講
料

　

無
料
。
※
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
あ
り

■
お
申
し
込
み

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切

　

９
月
４
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

℡
０
２
５-

７
９
４-

２
４
１
０
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

中
学
生
の
広
島
訪
問
に

ご
協
力
を

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
で
す
か
？

高
冷
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

一
般
公
開

成
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

第
21
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
大
募
集
！

　

法
律
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に
弁
護
士
が
お
答

　

本
年
度
も
町
内
の
中
学
生
４
名
が
、広
島
市

原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念
式
に
参
加
い

た
し
ま
す
。施
設
の
援
護
資
金
や
献
花
な
ど
の

資
金
と
す
る
た
め
、皆
様
の
ご
寄
付
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
窓
口　

町
教
育
委
員
会
・
総
務
課
・
会
計
班

　

狂
犬
病
予
防
法
で
、毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。平
成
24
年
度
に
ま
だ
未
接
種
の
場
合
は
、早

め
に
動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
防
注
射
が
で
き
な
い
場
合

　

病
気
や
高
齢
に
よ
り
健
康
に
不
安
が
あ
る
犬
、

体
調
が
悪
い
犬
は
予
防
注
射
を
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

獣
医
師
が
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
不
可
能

と
判
断
し
た
場
合
は
、獣
医
師
発
行
の「
狂
犬
病

予
防
注
射
実
施
猶
予
証
明
書
」を
税
務
町
民
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
が
死
亡
し
た
場
合

　

税
務
町
民
課
へ
届
出
が
必
要
で
す
。認
印
と

鑑
札（
犬
を
登
録
し
た
際
に
交
付
さ
れ
た
も

　

高
冷
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
冷
地

に
お
け
る
農
業
研
究
へ
の
関
心
・
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、研
究
内
容
お
よ
び
研

究
施
設
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
24
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所

　

高
冷
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
試
験
研
究
の
内
容
紹
介

・
試
験
ほ
場
、
施
設
の
紹
介

・
研
究
成
果
の
説
明

・
時
間
内
随
時
案
内
（
説
明
時
間
40
分
）

■
お
申
し
込
み

　

不
要（
た
だ
し
、10
名
以
上
の
団
体
は
、事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
高
冷
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５-
２
１
４
５

　

今
年
度
で
津
南
町
成
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

は
第
50
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。親

睦
会
も
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
19
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

■
会
場

　

総
合
セ
ン
タ
ー
・
津
南
中
学
校

■
チ
ー
ム
編
成

　

１
チ
ー
ム
９
人
の
内
、試
合
中
は
女
性
４
名

以
上
が
入
っ
て
い
る
こ
と

■
参
加
資
格

　

町
内
に
お
住
ま
い
で
、20
歳
以
上
の
か
た

■
参
加
費

　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円（
監
督
会
議
で
徴
収
）

■
申
込
締
切

　

７
月
27
日
㈮
ま
で

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
セ
ン
タ
ー　

℡
７
６
５-

５
７
７
６

　

今
年
も
、
平
日
と
土
曜
日
の
二
日
間
実
施
し

ま
す
。
仲
間
を
誘
っ
て
、
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ

い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
両
日
と
も
組
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
込
順
を
優
先
し
、
希
望
日
が
い
っ
ぱ

い
の
場
合
は
事
務
局
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
開
催
日

・
８
月
９
日
㈭　

午
前
８
時
31
分
〜
10
組
（
つ

つ
じ
コ
ー
ス
）

・
８
月
11
日
㈯　

午
前
８
時
31
分
〜
10
組
（
つ

つ
じ
コ
ー
ス
）

■
参
加
費
（
プ
レ
ー
代
・
昼
食
込
）

・
９
日
〜
一
律　

１
１
，
７
０
０
円

・
11
日
〜
メ
ン
バ
ー
１
３
，
２
０
０
円
、
ビ
ジ

タ
ー
１
５
，
２
０
０
円

■
会
場　

十
日
町
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
申
込
締
切　
　

７
月
27
日
㈮

■
表
彰
式
及
び
懇
親
会　

８
月
11
日
㈯
の
夕
方

行
い
ま
す
。

■
そ
の
他

　

詳
細
は
、
後
日
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。
お

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
会
事
務
局
・

髙
橋
隆
明
（
０
９
０-

１
４
３
３-

６
１
６
９
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

え
す
る「
無
料
弁
護
士
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
重
債
務
や
相
続
な
ど
の
も
め
ご
と
、土
地
家

屋
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
悩
み
の
か
た
は
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
22
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

津
南
町
社
会
福
祉
協
議
会　

相
談
室

■
お
申
し
込
み

　

８
月
８
日
㈬
ま
で
に
津
南
町
社
会
福
祉
協
議

会
（
℡
７
６
５-

３
７
７
４
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
相
談
者
は
４
名
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

の
）・
注
射
済
票
を
お
持
ち
の
う
え（
紛
失
の
場

合
は
な
く
て
も
可
）、お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５-

３
１
１
３
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作
業
療
法
士
っ
て
な
に
？

津
南
病
院
作
業
療
法
士
　
田
邊
　
ま
ゆ
み

皆
さ
ん
、作さ

業ぎ
ょ
う

療り
ょ
う

法ほ
う

士
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？

作
業
療
法
士
と
は
、医
師
の
指
示
の
も
と
理
学
療

法
士
や
言
語
聴
覚
士
と
と
も
に
障
害
の
あ
る
か
た

に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
、い
わ
ゆ
る「
リ
ハ
ビ

リ
の
先
生
」で
す
。対
象
と
な
る
か
た
は
主
に
身
体

障
害
、精
神
障
害
、高
齢
者
、発
達
障
害
と
幅
広
く
、

病
院
、施
設
、役
所
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

働
い
て
い
ま
す
。

作
業
療
法
で
は
、徒
手
的
な
治
療
に
加
え
、作
業

療
法
と
名
の
つ
く
通
り
、手
工
芸
、園
芸
、遊
び
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、音
楽
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な「
作

業
」を
用
い
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。ま
た
、障
害
を

持
っ
た
か
た
が
よ
り
生
活
し
や
す
い
よ
う
に
日

常
生
活
動
作
の
指
導
を
行
っ
た
り
、環
境
設
定
を

行
っ
た
り
、そ
の
か
た
に
あ
っ
た
自
助
具(

た
と
え

ば
握
り
や
す
く
柄
を
太
く
し
た
ス
プ
ー
ン
な
ど)

を
紹
介
・
作
成
し
、生
活
の
質（Q

O
L

）が
向
上
す

る
よ
う
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

津
南
病
院
で
は
作
業
療
法
士
は
現
在
一
人
で
す

が
、作
業
療
法
に
つ
い
て
疑
問
や
質
問
が
あ
る
と

い
う
か
た
は
い
つ
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔６月〕
	 27日	 町有林視察
	 29日	 新潟県町村会臨時総会
　
〔７月〕
	 5日	 全員協議会
	 11日	 友好交流都市狭山市へ表敬訪問（全議員）
	 20日	 バイオマスエネルギー視察研修（村上市）
	 23日	 議会報№186号発行

＜今後予定されている行事＞
〔８月〕
	 1日	 新潟県町村監査委員会定期総会
	 	 及び研修会（～2日）
	 6日	 決算審査
	 7日	 全員協議会
	 10日	 平成22年度事業現地監査

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
 3900日 藤ノ木キミ（堂平）
 3500日 中村チエ子（堂平）
 2800日 高橋美佐子（見玉） 
 2000日 大倉トヨ（小下里） 
 900日 鈴木カヨ（船山新田） 
 800日 本山マサ（反里）、若井早百合（穴山） 
 700日 和久井かつ子（大割野）
 600日 大倉ワキ（小下里）、山本彩（正面）、大倉アサ子（小下里） 
 100日 村山タミ（下船渡）、福原カツ（外丸）、中澤義信（見玉）、

上村夕季（小下里）、上村花音（小下里）、若井咲月（穴山） 
主な運動：ラジオ体操、腹筋、健骨体操、ユニホッケー、ジョギング、スクワット、なわとびなど。

健康体力づくり100日運動

国
民
年
金
は
、
65
歳
か
ら
老
齢

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
、
そ
れ

以
前
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
給
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
次

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
万
一

の
状
態
に
な
っ
て
も
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

①
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
『
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
期
間
』
の
う
ち
、
三
分
の

二
以
上
の
期
間
が
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間
ま
た
は
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
で
あ
る
こ
と
。

②
前
述
の
①
の
要
件
を
満
た
せ
な
く

て
も
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に

65
歳
未
満
で
初
診
日
等
が
あ
る
場
合
、

初
診
日
等
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
一
年
間
の
全
て
の
期
間
が
保
険
料

を
納
め
た
期
間
ま
た
は
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
こ
と
。

　

年
金
は
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
も

の
、
と
い
う
印
象
が
強
い
社
会
保
障

で
す
が
、
若
年
層
で
も
受
給
の
可
能

性
が
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
め
ら
れ

な
い
事
情
の
あ
る
か
た
は
、
免
除
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

現
況
届
の
提
出
は
お
済
で
す
か
？

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
の
皆
さ

ん
は
現
況
届
の
提
出
月
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
お
手
元
に
届
書
が
あ

る
か
た
は
、
町
民
班
ま
で
提
出
く
だ

さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
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さ
ま
ざ
ま
な
月
待
塔

津
南
町
か
ら
足
を
延
ば
し
て
、近
県
の
石
仏

探
訪
を
し
て
お
り
ま
す
と
月
待
塔
に
随
分
と
出

会
い
ま
す
。津
南
町
と
同
じ
よ
う
に
、二
十
三
夜

塔
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、津
南
町
で
は

出
会
わ
な
か
っ
た
十
三
夜
塔
か
ら
二
十
六
夜
塔

ま
で
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
れ
ら
は
、地
域
に
よ
っ
て
偏
在
は
し
て
い

ま
す
が
、比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

十
六
夜
塔
、十
八
夜
塔
、十
九
夜
塔
、二
十
二
夜

塔
、二
十
六
夜
塔
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
塔
で
特
に
注
目
し
た
の
は
、津

南
町
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
に
、

刻
印
さ
れ
た
文
字
が
、十
六
夜
念
仏
塔
と
か
、

十
九
夜
念
仏
塔
と
か
、二
十
三
夜
供
養
塔
と
か
、

二
十
六
夜
供
養
塔
と
か
と
、念
仏
塔
や
供
養
塔

と
刻
ま
れ
た
塔
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
的
に
は
、例
え
ば
二
十
三
夜
塔
は
月
待
塔

で
、陰
暦
の
特
定
の
月
の
ア
タ
リ
日（
二
十
三
夜
）

の
夜
に
集
ま
り
、祭
神
の
前
で
決
め
ら
れ
た
行
事

を
行
い
、勤
行
を
し
、飲
食
を
共
に
し
ま
す
。男
の

集
ま
る
講
中
も
あ
り
ま
し
た
が
、多
く
は
女

性
が
集
ま
っ
て
勤
行
す
る
講
で
す
。そ
の
講
中

が
信
仰
の
し
る
し
に
造
立
し
た
塔
の
こ
と
で

す
。そ
こ
で
、二
十
三
夜
供
養
塔
と
刻
印
さ
れ
て

あ
っ
て
も
同
じ
信
仰
形
態
と
考
え
ら
れ
、月
待

塔
と
考
え
て
も
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

十
六
夜
念
仏
塔
の
よ
う
に
、「
念
仏
」の
文
字

が
入
り
ま
す
と
、独
立
し
た
念
仏
塔
が
別
に
あ

り
ま
す
の
で
月
待
塔
の
仲
間
と
考
え
て
よ
い
も
の

な
の
か
迷
い
ま
す
が
、二
十
三
夜
講
の
勤
行
の
な

か
に
念
仏
の
声し
ょ
う
み
ょ
う明
が
あ
り
ま
す
の
で
、月
待
塔
と

念
仏
塔
の
関
連
は
き
わ
め
て
密
接
で
す
。要
は
そ

の
講
中
が
、主
体
を
特
定
の
日
に
お
く
の
か
、そ
の

夜
の
行
事
念
仏
に
お
く
の
か
の
違
い
で
、刻
印
の

表
現
が
違
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
月
待

塔
と
考
え
て
も
間
違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
月
待
講
の
勤
行
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、観
月
行
事
が
あ

り
ま
す
し
、作
神
信
仰
行
事
が
み
ら
れ
ま
す
。女

性
講
中
の
た
め
で
し
ょ
う
。嫁
い
で
き
た
集
落

の
生
活
習
慣
の
学
習
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、夫

婦
生
活
か
ら
妊
娠
・
安
産
・
育
児
な
ど
の
具
体
か

ら
信
仰
ま
で
と
、幅
広
い
生
産
と
豊
穣
を
祈
る

場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

近
県
で
出
会
っ
た
上
弦
や
下
弦
な
ど
の
半

月
名
を
加
え
た
念
仏
塔
と
か
、供
養
塔
は
、津
南

町
で
の
二
十
三
夜
塔
と
同
じ
信
仰
対
象
な
の
か
、

主
尊
や
信
仰
内
容
や
祀
る
形
態
が
違
う
の
か
な

ど
、聞
き
取
り
や
会
話
が
少
な
く
て
解
り
ま
せ

ん
が
、ぜ
ひ
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

津南町　芦ヶ崎

二十三夜供養塔

大
地
の
市
か
ら

大
地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
２

津
南
あ
〜
と
も
り
あ
げ
隊
が
、

津
南
エ
リ
ア
の
大
地
の
芸
術
祭
に

関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

さ
あ
い
よ
い
よ
大
地
の
市
が
始
ま
る

ぞ
、
と
い
う
こ
と
で
今
回
は
出
店
者

の
皆
さ
ん
に
出
店
理
由
や
、
大
地
の

市
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課  

℡
７
６
５-

３
１
１
５

津
南
に
住
ん
で
い
て
い
い
な

と
思
う
こ
と
を
伝
え
た
い
。

［
ふ
れ
あ
い
工
房
］

　

夏
場
は
や
っ
ぱ
り
き
ゅ
う
り
！
地
元
産

き
ゅ
う
り
を
使
っ
た
二
五
八
漬
を
出
品
し

ま
す
。あ
と
は
来
訪
者
に
津
南
の
良
さ
を

伝
え
た
い
ね
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。津
南

に
住
ん
で
い
て
い
い
な
と
思
う
こ
と
、例
え

ば
、お
茶
飲
ま
ね
え
か
い
と
か
、野
菜
を
分

け
る
と
か
、そ
う
い
う
分
け
隔
て
な
い
津

南
の
人
柄
の
話
と
か
し
た
い
で
す
ね
。

中
津
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
っ

て
欲
し
い
。　
　
［
中
津
ん
し
ょ
］

　

来
訪
者
だ
け
じ
ゃ
な
く
津
南
の
人
に
も

中
津
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。い
ま
私
た
ち
は“
津
南 

中

津
ん
し
ょ
”と
い
う
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
を
作
っ
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

大
地
の
市
で
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に「
い

い
ね
！
」を
増
や
し
た
い
！
そ
し
て
芸
術

祭
期
間
中
だ
け
で
な
く
、冬
の
中
津
、四
季

折
々
の
中
津
を
継
続
的
に
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

お
客
さ
ん
の
反
応
が
楽
し
み
で
す
。

［
サ
ン
ベ
リ
ー
大
割
野
店
］

　

最
初
は
出
店
者
が
い
な
い
と
困
る
か
な

と
思
っ
て
参
加
を
決
め
ま
し
た
が
、会
場
図

や
仮
設
ブ
ー
ス
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
い
る
う
ち
に
、こ
こ
を
訪
れ
た
お
客

さ
ん
が
ど
ん
な
反
応
を
す
る
ん
だ
ろ
う
と

楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。自
分
自
身
も

出
店
者
と
し
て
作
品
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、人
と
人
と
の
関
わ
り
を
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
地
の
市
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に

口
コ
ミ
が
広
が
る
と
い
い
。  

［
松
屋
］

　

素
晴
ら
し
い
企
画
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

え
て
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。出
店

用
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
用
意
し
た

ん
で
す
よ
。大
地
の
市
を
訪
れ
た
人
に
松
屋

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、こ
れ
を
き
っ

か
け
に
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
く
れ
る
と
う

れ
し
い
で
す
。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

182
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO
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 K
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HO 

LETTER

国

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
平
成
24
年
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
証
■

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

　
ベ
ー
ジ
ュ
色

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　
平
成
25
年
７
月
31
日

※
次
の
方
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

〇
平
成
24
年
８
月
１
日
現
在
70
〜
74
歳
の
か
た
…

　

平
成
25
年
３
月
31
日

　

た
だ
し
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に

な
る
か
た
…
誕
生
日
の
前
日
ま
で

〇
平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
に
な

る
か
た

・
70
歳
に
な
る
か
た
…
誕
生
月
の
月
末
ま
で

・
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
、
65
歳
に
な
る

か
た
…
誕
生
月
の
月
末
ま
で

※
有
効
期
限
が
平
成
25
年
７
月
31
日
以
前
と

な
っ
て
い
る
か
た
は
、
期
限
が
切
れ
る
前
に

新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
届
い
た
保
険
証
は
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、国
民
健
康
保
険
証
が
届
い
た
場
合

は
、役
場
へ
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
の
変
更
手
続
き
は
自
動
的
に
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
早
め
に
役
場
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
を
実
施
し
ま

す(
国
民
健
康
保
険)

■
後
期
高
齢
者
医
療 

保
険
証
■

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

　
桃
色

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　
平
成
25
年
７
月
31
日

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、
役
場

の
封
筒
と
は
異
な
る
封
筒
で
、
１
人
ず
つ
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

同
一
世
帯
の
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
か
た
が
対
象
と
な
り
、
入
院
時
の
自
己
負
担

限
度
額
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
減
額
認
定
証
を
交
付
さ
れ
た

か
た
で
、
24
年
度
も
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
か
た
は
、
保
険
証
と
は
別
に
減
額
認
定

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
平
成
24
度
に
新
た
に
減
額
認
定
の
対
象
に

な
っ
た
か
た
に
は
、
申
請
書
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

　

町
国
保
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
差
額
通
知
を
実
施
し
ま
す
。

〇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
こ
れ
ま
で
効
き
目

や
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
き
た
薬
と
同
等
と
認

め
ら
れ
た
、
低
価
格
の
薬
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
薬
代
の
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
と
は

　

過
去
に
受
診
さ
れ
た
際
に
処
方
さ
れ
た
医
薬

品
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
の
自
己
負
担
軽
減
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

７
月
（
４
月
診
療
分
）

　

10
月
（
７
月
診
療
分
）

　

２
月
（
11
月
診
療
分
）

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
う
に
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
カ
ー
ド
を
保
険
証
と

い
っ
し
ょ
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課 

保
険
班

　

℡
７
６
５-

３
１
１
４
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私
の
健
康
法

柳
沢
信
良
さ
ん
（
反
里
）

「
元
気
な
秘
訣
は
何

か
？
」
と
聞
か
れ
、

私
が
思
い
、
や
っ
て
い
る
こ
と

を
少
し
書
い
て
み
ま
す
。

　

病
は
”気
“か
ら
”お
こ
る
“は

そ
う
か
ナ
ァ
と
思
う
一
つ
で
す
。

そ
こ
で
”気
“と
は
ひ
ど
く
汎

用
性
の
廣
い
言
葉
で
す
が
、
単

純
に
解
釈
し
て
、現
代
風
に
”

ス
ト
レ
ス
“と
い
た
し
ま
し
て
、

次
の
”
お
こ
る
“
は
”
は
じ
ま
る
“
で
あ

り
、
”悪
化
す
る
“で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
？

　

小
さ
な
”ス
ト
レ
ス
“も
貯
め
込
む
と
腐

敗
増
殖
し
、
体
内
の
広
範
な
免
疫
細
胞
発
生

機
能
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
根
源
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

　

体
の
内
外
共
、
自
然
に
従
い
、
怒
ら
ず
、

平
静
心
を
保
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
最
良
で
す
。

　

次
に
風
邪
は
万
病
の
入
り
口
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
各
種
疾
病
の
発

症
に
関
与
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
体
内
で
は
時
々
刻
々
に
癌
細

胞
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
機
能

が
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
増
殖
せ
ず
、
癌
と
し

て
発
症
し
な
い
で
健
康
体
を
保
っ
て
い
る
と

も
聴
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
単
純
な
風
邪
の
発

症
を
防
ぐ
た
め
に
は
気
管
の
入
り
口
に
風
邪

ウ
イ
ル
ス
を
貯
蔵
せ
ず
、
更
に
そ
の
奥
の
気

管
支
に
入
ら
な
い
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
か
と

思
い
ま
す
。

　

更
に
老
人
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
血
流
が

悪
く
な
り
、
筋
肉
組
織
等
に
疲
労
物
質
が
溜

ま
り
痛
み
が
絶
え
な
い
こ
と
が
多
く
、
痛
い

か
ら
動
か
な
い
と
い
う
状
態
が
多
い
の
で
す

が
こ
れ
は
本
人
の
怠
慢
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
で
す
。
動
か
な
い
の
は
ど
の
部
分
な

の
か
、
そ
の
部
分
の
血
流
を
良
く
す
れ
ば
解

消
す
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
他
人
に
頼
ら
ず
、

常
に
自
分
の
手
足
で
疲
労
物
質
を
運
び
出
す

血
管
の
通
り
を
良
く
す
る
こ
と
に
努
め
る
べ

き
で
す
。
例
え
ば
布
団
の
中
で
裸
の
皮
膚
を

撫
で
摩
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
関
節
の
部
分
も

大
切
で
す
。
わ
き
の
下
、
鼠
蹊
部
等
の
リ
ン

パ
節
の
部
分
も
大
切
で
す
。
手
の
指
先
か
ら

肩
へ
、
足
の
指
先
か
ら
大
腿
へ
と
（
心
臓
に

向
か
っ
て
）
撫
で
る
の
で
す
。
爪
を
立
て
て

掻
く
よ
う
な
動
き
も
効
果
が
大
き
い
の
で
す
。

こ
れ
は
他
人
が
や
っ
て
も
強
弱
が
選
べ
な
い

の
で
、
自
分
で
す
る
の
が
最
良
で
す
。
私
は

頭
の
血
流
が
悪
い
の
で
そ
こ
を
掻
き
ま
す
。

　

失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
耄
言（
も
う
げ
ん
）

多
謝
。

夏
を
元
気
に

　
　
過
ご
し
ま
し
ょ
う

夏
は
暑
さ
か
ら
く
る
食
欲
の
低
下
や
食
事

の
偏
り
、
大
量
の
発
汗
、
睡
眠
不
足
に

な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
暑
い
か
ら
と
い
っ
て

冷
た
い
も
の
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
し
ま
う
と
胃

液
が
薄
ま
り
、
消
化
機
能
が
低
下
し
て
食
欲
が

落
ち
る
と
い
っ
た
悪
循
環
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
冷
房
機
の
普
及
で
冷
房
の
効
い
た
室

内
と
暑
い
外
と
の
温
度
差
に
身
体
が
う
ま
く
対

応
で
き
ず
、
身
体
が
混
乱
し
て
自
律
神
経
失
調

状
態
（
体
の
だ
る
さ
、
頭
痛
、
め
ま
い
な
ど
）

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
注
意
点

①
冷
房
温
度
を
調
整
す
る

室
内
と
室
外
が
５
度
以
上
の
温
度
差
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
冷
房
温
度
を
調
整
し
ま
し
ま

し
ょ
う
。

②
除
湿
や
扇
風
機
を
活
用
す
る

湿
度
が
低
い
と
涼
し
く
感
じ
ま
す
。

風
が
あ
る
と
体
の
表
面
の
熱
が
奪
わ
れ
て
涼

し
く
な
り
ま
す
が
、
直
接
冷
た
い
風
が
体
に

あ
た
り
続
け
る
と
熱
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、

体
が
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
冷
房
の
風
向
き

は
天
井
に
向
け
、
扇
風
機
は
首
を
振
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③
き
ゅ
う
り
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
の
夏
野
菜
（
土
の
上
で
で
き
る
野
菜
）
は

体
を
冷
や
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。
肉
や
卵
、

豆
類
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
と
と
も
に
食
べ
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
胃
腸
を
刺
激
す
る
と
食
欲
が
で
ま
す
。
辛
い

も
の
や
香
辛
料
、
香
味
料
野
菜
は
胃
液
の
分

泌
を
促
し
ま
す
。
辛
い
物
は
、
食
べ
過
ぎ
な

け
れ
ば
発
汗
に
よ
る
夏
バ
テ
防
止
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
　

レ
モ
ン
、
お
酢
な
ど
の
酸
味
も
食
欲
増
進
、

疲
労
回
復
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑤
炎
天
下
で
の
外
出
に
は
日
傘
や
帽
子
、
涼
し

い
服
装
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
、
日
陰
で
の

休
憩
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
汗
を
か
い

た
時
に
は
塩
分
の
補
給
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

大口洋子
保健師



広報 20平成24年7月号

本とわたし
−原田義一さんから

レイモンゴ・ブッリクス　作

私
が
紹
介
す
る
本
は
、『
サ
ン
タ
の
な

つ
や
す
み
』
で
す
。
こ
の
本
は
、
絵
本
で

す
が
大
人
で
も
楽
し
め
る
作
品
で
す
。「
夏

な
の
に
サ
ン
タ
？
」
と
思
わ
れ
る
か
た
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
絵
本
は

冬
の
風
物
詩
で
あ
る
サ
ン
タ
が
夏
休
み
を

取
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
旅
行
す
る
と
い
う
お
話
で

す
。
読
ん
で
い
る
と
、
ど
こ
か
へ
と
旅
行

し
た
く
な
り
ま
す
。

大
人
で
も
楽
し
め
る
と
い
う
の
は
、「
コ

マ
割
」
が
漫
画
の
よ
う
で
、
主
人
公
の
サ

ン
タ
が
と
て
も
人
間
っ
ぽ
く
、
面
白
い
お

じ
い
さ
ん
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
描
写
は
と
て
も
細
か
く
、
特
に

描
か
れ
た
食
べ
物
の
数
々
が
な
ん
と
も
美

味
し
そ
う
な
の
で
す
。
ま
た
、
サ
ン
タ
と

見
破
れ
な
い
よ
う
に
旅
行
す
る
姿
も
コ
ミ

カ
ル
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
絵
本
の
前
作
に
あ
た
る『
さ

む
が
り
や
の
サ
ン
タ
』
と
い
う
作
品
も
オ

ス
ス
メ
で
す
。３
年
前
、イ
ギ
リ
ス
に
行
っ

た
後
に
『
さ
む
が
り
や
の
サ
ン
タ
』
を
読

『サンタのなつやすみ』『さむがりやのサンタ』
紹介する本

佐
さ

藤
とう

信
のぶゆき

之さん（十二ノ木）

弥生 ―Ma r c h―

田
た

島
しま

征
せいぞう

三／作　福
ふくいんかんしょてん

音館書店　410円（2009年7月号、雑誌「こどものとも」）

「かとりせんこう」

　夏の風物詩といえば、これ
4 4

です。さて、ここで問題。かと
4 4

りせんこう
4 4 4 4 4

で何がとれる
4 4 4

のでしょうか?!

７
月
で
す
。
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は
津
南
町
・
十
日
町
市
を
舞

台
に
三
年
に
一
度
開
か
れ
る
「
大
地
の
芸

術
祭
」
の
年
で
す
ね
。
町
外
、
県
外
、
は

た
ま
た
国
外
か
ら
と
、
き
っ
と
い
ろ
い
ろ

な
地
域
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
や
っ
て
来

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
月
の
一
冊
で
紹
介
し
た
「
か
と
り
せ

ん
こ
う
」
―
実
は
、
三
年
前
の
大
地
の
芸

術
祭
に
併
せ
て
開
い
た
十
日
町
市
に
あ
る

「
鉢
＆
田
島
征
三　

絵
本
と
木
の
実
の
美

術
館
」
の
田
島
征
三
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

こ
の
絵
本
は
、
ど
う
や
ら
あ
る
子
ど
も

と
の
や
り
と
り
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

よ
う
で
す
。（
福
音
館
書
店
月
刊
「
こ
ど

も
の
と
も
」
６
４
０
号
２
０
０
９
年
７
月

号
折
り
込
み
ふ
ろ
く
記
載
か
ら
）
子
ど
も

と
遊
ん
だ
体
験
談
が
二
年
目
に
絵
本
と
し

て
完
成
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
あ
、
今
月
は
夏
本
番
に
ち
な
ん
で

「
涼り
ょ
う

」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
絵
本
を
二
冊
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
涼
し
さ
を
演

出
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
ー
。

「
怪
談
え
ほ
ん(

３)

　
い
る
の
い
な
い
の
」

京
き
ょ
う

極ご
く

夏な
つ
ひ
こ彦

／
作
　
町ま
ち

田だ

尚な
お

子こ

／
絵

東
ひ
が
し

雅ま
さ

夫お

／
編
　
岩い
わ
さ
き
し
ょ
て
ん

崎
書
店

　

暑
く
て
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
一い
ち

夜や

に
、

こ
ん
な
絵
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
ー
。

　

大
人
も
思
わ
ず
背せ

筋す
じ

が
ゾ
ッ
と
し
て
し

ま
う
ほ
ど
の
絵
本
。
あ
ま
り
驚お
ど
ろ

い
て
は
い

け
な
い
か
た
に
は
進
め
な
い
方
が
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
…
。

　

怖
い
絵
本
が
見
た
い
か
た
、
ぜ
ひ
ご
一

読
あ
れ
！

「
み
ょ
う
が
や
ど
」

川か
わ
ば
た端
誠
ま
こ
と

／
作
　
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

　
「
茗み
ょ
う
が荷

を
食
べ
過
ぎ
る
と
物
忘
れ
を
す

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
よ
ね
。
そ
の
こ
と
を

ネ
タ
に
し
た
落
語
を
作
者
の
手
に
よ
り
絵

本
に
し
た
も
の
で
す
。（
作
者
は
上
越
市

出
身
で
す
）

　

こ
の
夏
、
茗
荷
の
香
り
で
涼
し
さ
を
味

わ
い
た
い
も
の
で
す
。

▼
お
知
ら
せ
▲

　「
雑
誌
愛
読
月
間
」

　
７
月
21
日
〜
８
月
20
日

　

図
書
室
で
定
期
購
入
し
て
い
る
雑
誌
は

次
の
６
点
で
す
。

　
【
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
】

　
【
暮
ら
し
の
手
帖
】

　
【
月
刊
ク
ー
ヨ
ン
】

　
【
月
刊
に
い
が
た
】

　
【
こ
ど
も
の
と
も
】

　
【
か
が
く
の
と
も
】

　

各
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
あ
り
ま

す
。
最
新
号
以
外
は
、
他
の
図
書
資
料
と

同
じ
く
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
夏
休
み
お
は
な
し
会
」

　
８
月
22
日
㈬
　
午
後
７
時
〜

　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
大
型
絵
本
や
大
型
紙

芝
居
、昔
語
り
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
劇
な
ど
、

保
育
園
児
〜
低
学
年
向
け
の
お
は
な
し
会

を
開
き
ま
す
。

　

こ
の「
夏
休
み
お
は
な
し
会
」は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体『
お
は
な
し
お
か
あ
さ
ん
』の

皆
さ
ん
と
町
公
民
館
図
書
室
が
共
催
し
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
、
皆
さ
ん
で

お
出
で
く
だ
さ
い
ね
!!
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
!!

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

7月 −文
ふ み つ き

月−



21 広報 平成24年7月号

つ
な
ん
の
文
芸

み
返
し
て
み
る
と
、
舞
台
が
イ
ギ
リ
ス
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
描
か
れ
た

中
身
や
細
か
い
小
物
が
イ
ギ
リ
ス
で
見
た

も
の
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
調
べ
て
み
ま
す
と
作
者
が
イ
ギ

リ
ス
人
で
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
と
い
え
ば
、
今
年
は
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。
テ
レ
ビ
に

く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
寝
不
足
に
な
る
人
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド

ン
に
は
、「
大
英
博
物
館
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
世
界
の
博
物
館
と
も
呼
ば
れ
る
「
大

英
博
物
館
」
に
津
南
町
・
堂
平
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
「
火
焔
型
土
器
」
が
展
示
さ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
中
の
来
館
者

が
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｎ
」
の
文
字
を
読
み
、

日
本
の
「
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」
に
触
れ
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

る
も
の
が
、
こ
の
津
南
町
に
は
あ
る
の
で

す
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

少
々
話
が
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

『
サ
ン
タ
の
な
つ
や
す
み
』、『
さ
む
が
り

や
の
サ
ン
タ
』　
を
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
は
、
同
じ
職

場
の
今
井
哲
哉
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

亡
き
父
が
度
々
話
し
し
花
の
名
を

　
　
コ
シ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
と
今
わ
が
知
り
ぬ	

貝
澤
　
圭
子

集
ひ
の
間
の
障
子
の
穴
に
切
り
貼
り
の

　
　
桜
の
花
の
形
愛
ら
し	

涌
井
　
ユ
ミ

山
山
を
か
け
登
る
ご
と
被
い
た
る

　
　
緑
深
ま
り
夏
と
な
り
ゆ
く	

関
谷
　
郁
子

引
率
さ
れ
下
校
の
児こ

童
ら
の
最
後
尾

　
　
少
し
道
草
小
走
り
と
な
る	

恩
田
　
久
美
子

廃
校
に
咲
け
る
桜
は
堆
き

　
　
残
雪
の
上
に
光
り
つ
つ
散
る	

丸
山
　
直
子

境
内
の
名
前
の
知
ら
ぬ
高
き
木
は

　
　
「

」と
い
ふ
名
と
今
日
教
は
り
ぬ	
小
野
寺
　
恒
代

有
明
の
山
際
染
む
る
オ
レ
ン
ジ
の

　
　
光
凝こ

ご

り
て
太
陽
昇
る	

樋
口
　
康
子

四
メ
ー
ト
ル
の
雪
積
む
里
に
住
み
継
ぎ
て

　
　
優
し
く
厳
し
き
自
然
と
対む

き
合
ふ	

上
村
　
み
な

有
り
余
る
物
資
の
中
に
浸
り
ゐ
て

　
　
足
る
よ
ろ
こ
び
の
薄
ら
ぎ
に
け
り	

内
山
　
キ
ク

井
戸
水
に
頼
り
て
過
ご
す
里
山
の

　
　
暮
し
に
耐
へ
て

分
の
来
る	

麻
績
　
初
恵

六
十
代
通
り
過
ぎ
た
る
自
覚
な
く

　
　
七
十
路
の
早
七
年
と
な
な
る	

滝
沢
　
勝
枝

銀
杏
の
葉
一
枚
添
へ
て
家
猫
が

　
　
破
り
し
障
子
の
切
り
貼
り
を
せ
り	

風
巻
　
京
子

頻
り
鳴
く
雀
一
羽
の
春
の
声

　
　
目
覚
め
の
朝

あ
し
た

ほ
わ
ほ
わ
と
聞
く	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

花
袋
や
さ
し
く
揉
み
て
ふ
く
ら
ま
す

　
　
「
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
」は
吾
の
郷
愁	

鈴
木
　
綾
子

な
る
や
う
に
な
る
の
み
と
気
づ
き
た
る

　
　
の
ち
の
わ
れ
は
憂
へ
ず
仁じ

ん
じ
ゃ者

の
ご
と
く	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

こ
の
坂
を
登
れ
ば
村
の
端
に
行
き

　
　
桐
の
花
枝
が
待
っ
て
て
く
れ
る	

板
場
　
寛

連
休
は
孫
ら
の
合
宿
奥
只
見

　
　
雪
未
だ
残
る
ス
キ
ー
の
集
い	

滝
沢
　
義
正

満
開
の
桜
の
記
念
樹
幹
太
く

　
　
枝
を
広
げ
て
段
丘
に
立
つ	

柳
沢
　
チ
ヨ

雪
消
え
の
遅
れ
し
春
の
日
曜
日

　
　
忽
ち
青
く
植
田
と
な
り
ぬ	

富
沢
　
キ
ミ

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
へ
遠
足
園
児
ら
も

　
　
食
事
ど
き
だ
と
妻
と
畑
に
て	

島
田
　
眞
之

個
人

頑
張
っ
て
生
き
て
ゆ
こ
を
と
一
人
ご
と

　
　
つ
ぶ
や
く
夏
の
夕
暮
れ
時
に	

ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ム
こ
た
ね	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
六
月
）

囀
さ
え
づ

り
の
下し

た

を
ぞ
う
ぐ
み
き
り
ん
ぐ
み	

房
良

立た
て
ふ
だ札
の
空あ

き

家や

に
絡か

ら

む
蔦つ

た

若わ
か

葉ば	

信
夫

足あ
し

と
め
て
次つ

ぎ

の
こ
ゑ
ま
つ
初は

つ

ね音
か
な	

れ
い
子

さ
ざ
波な

み

の
つ
ぎ
つ
ぎ
移う

つ

る
代し

ろ

田た

か
な	

酔
花

古こ

き希
す
ぎ
の
田た

植う
え

親お
や
か
た方
声こ

え
た
っ
し
ゃ

達
者	

渡
舟

新し
ん

緑
り
ょ
く

や
子こ

ら等
の
自じ

転て
ん
し
ゃ車
風か

ぜ

を
切き

り	

貞

ひ
た
走は

し

る
車し

ゃ
そ
う
え
ん
え
ん

窓
延
々
花は

な

菜な

て照
る	

妙

草く
さ

む
し
る
先さ

き

よ
り
雲ひ

ば

り雀
あ
が
り
け
り	

芳
司

明あ

す日
雨あ

め

の
予よ

報ほ
う

を
信し

ん

じ
茄な

す子
を
植う

う	

兎
月

花は
な
く
づ屑

の
は
り
つ
い
て
を
り
靴く

つ

の
裏う

ら	

冬
詩
子

人ひ
と
な
み波
と
ネ
オ
ン
渋し

ぶ

谷や

の
春は

る

の
宵よ

い	

し
げ
る

（
論
語
「
仁
者
は
憂
へ
ず
」）
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 石垣田守る心にともしびを
— ６／16けっとの狐火 —

 自然を知り守っていこう
— ６／30　小松原湿原散策 —

 つなげ地域のきずな
— ７／１ 笹沢駅伝30回記念大会 —

 今日も交通安全ありがとう
— ７／12　安協女性部　知事表彰受賞 —

 津南の生んだ歴史画の真髄
— ６／20〜24　津端道彦展 —

　結東集落にある貴重な石垣田を保存し、後世につなげよ
うと「石垣田ともしびツアー」が開催されました。夕暮れ
とともに石垣田に 1000 本のロウソクが灯され、電灯のまっ
たくない暗闇の中に石垣田を浮かび上がらせました。

　なじょもんが、小松原湿原を散策する体験を企画したと
ころ、大人から子どもまで 40 名の参加がありました。参
加者はワタスゲの花が咲く小松原湿原を歩き、豊かな自然
を感じました。

　三箇、外丸地区のきずなをつなぐ活動として笹沢駅伝
が開催されてから 30 回目を迎えました。記念行事として、
大会終了後に吉本の芸人による漫才が旧三箇小学校で行わ
れ、会場は笑いにつつまれました。

　津南町交通安全協会女性部が長年の交通安全に対する活
動を評価され、新潟県知事表彰を受賞しました。
　おめでとうございました。

　外丸集落出身で、明治から昭和にかけて数々の日本画を
描いてきた津端道彦の作品を集めた展覧会が開催されまし
た。地元が生んだ歴史画家の作品を見に５日間という短い
会期でしたが、たくさんの見学者が訪れました。

↑ ロウソクの灯で伝統の民謡を踊るツアー参加者

↑ 貴重な池塘（ちとう）を見ながら木道を歩く子どもたち

↑ 記念大会のため過去最多の28チームが出場しました。

↑ 十日町地区の交通安全協会の皆さんとの集合写真

↑ 連日たくさんの来場者が訪れました。

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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紹介者　島田玲子さん（宮野原）

　今年の我が家の野菜畑は、雑草も勢いがありますが、野菜
たちも元気がよく、収穫が間に合わないくらいです。我が家の
夏の定番野菜になった「ズッキーニ」。収穫が始まると、けっこ
うな量が取れますよね。フライにしてもおいしいですが、今回
は「ズッキーニの二五八漬け」を紹介します。

ズッキーニの二五八漬け
アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

今
年
度
よ
り
結
婚
相
談
員
の
仲
間
に
な
り

ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先

輩
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
会
議
に
、
昨
年
度
の
活
動
報
告

が
な
さ
れ
、
相
談
員
の
皆
さ
ん
が
忙
し
い
時
間

を
割
い
て
、
独
身
者
の
こ
と
や
、
津
南
の
将
来

の
こ
と
を
真
剣
に
思
い
、
こ
の
活
動
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
、
今
ま

で
知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
皆
さ

ん
に
対
し
て
の
申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
さ
て
、
近
年
は
、
私
が
結
婚
し
た
時
代
と
は

異
な
り
、
恋
愛
や
結
婚
事
情
、
若
者
の
考
え
方

や
動
向
、
出
会
い
の
環
境
な
ど
が
大
き
く
変
化

し
、
昔
の
常
識
は
通
用
し
な
い
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
活
動
の
中
で
独
身
者
が

結婚相談員から

を込めて
愛

結
婚
し
て
く
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
た
だ

結
婚
さ
せ
る
こ
と
だ
け
を
目
的
に
す
る
と
、
実

績
で
何
組
と
い
っ
た
よ
う
な
と
ら
え
方
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
員
の
価
値
観
の

方
が
優
先
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
結
婚
に
至
る
意
思
決
定
は
、

最
終
的
に
は
二
人
の
判
断
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
結
婚
相
談
員
の
役
目
と
は
、
縁
の
提
供
で
あ

り
、
き
っ
か
け
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、

知
り
合
い
を
広
め
て
ゆ
く
中
で
、
理
想
の
人
を

見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
度
も
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
か
し
こ
ま
ら
ず
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
出
会
い
が
見
つ
か
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

「結婚相談員」の皆さんがどういうお気
持ちでいるのか？相談員がなぜ年３回ものイベン
ト事業を行っているのか？相談員のお１人、恩田稔
さんから皆様へのメッセージをお届けいたします。

結
婚
相
談
の
役
目
と
は
？

＜材料＞

　・ズッキーニ　750 ｇ

　・コリンキー　50 ｇ

　　（なければ黄色いズッキーニでも OK です。）

　・二五八漬けの素　200 ｇ

＜作り方＞

　①二五八漬けの素に、少し水を入れてとかしておく。

　②ズッキーニは１㎜位の輪切りにする。（種は取らずそのま

まです。）

　③コリンキーは種を取り、１㎜位のいちょう切りにする。

　④②と③を①に入れて、まぶしておく。

一晩で漬かり、食べられます。（重石はいりませんよ）
ビニール袋を使っても、上手にできます。

※食べる時には洗わずに、二五八を漬けたままで食べてください。

※きゅうりとは、一味違う食感のお漬物です。おためしください…!(^^)!

結
婚
相
談
員
　
恩
田
稔
（
鹿
渡
）



戸 籍 の 窓

大口翔
しょう

矢
や

（段野団地） 和行さん
 美穂さん

古川友
ゆ い

結（大場） 守さん
 直美さん

桑原颯
そう

汰
た

（貝坂） 健さん
 美紀さん

磯部立
りつ

稀
き

（割野） 直也さん
 由美さん

桑原ゆずか（貝坂） 昭裕さん
 円さん

小林夏
か お

緒（割野） 義明さん
 明日香さん

中村照夫さん	 （83歳・堂平）

藤ノ木康至さん	 （54歳・中深見）

藤ノ木クマさん	 （95歳・反里口）

廣田秀幸さん	 （79歳・卯ノ木）

恩田フジノさん	 （69歳・鹿渡新田）

桑原伊政さん	 （75歳・貝坂）

滝沢　昌哉さん （外丸）
渡邉　直美さん （十日町市）｝
江村　 謙さん （巻下）
吉澤　真澄さん（十日町市） ｝
小竹　浩史さん （段野団地）
涌井　泉希さん （相吉） ｝
八重沢　知久さん （逆巻）
沼田　由紀さん （長野県） ｝

■人口10,825（−9）　男5,271（−4）　女5,554（−5）

■世帯数3,655（−1）　■転入／ 16　■転出／ 19　■出生／ 3　■死亡／ 9　■婚姻／ 37月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

○夏季企画展Ⅰ
　「縄文とつとつ　jomon × art」開催中！
　～8月 19日㈰
　縄文文化からインスピレーションを受けた現代作家 6 人に

よる展示会です。展示室を飛びだし、屋外に 3 点、地域ギャ

ラリーに 1 点の作品が展示されます。屋外に展示した「内な

る風景」という作品作りには、芦ヶ崎小学校、外丸小学校も

参加しました。

　会期中には、ワークショップやギャラリートークを開催 !!

8 月 3日　午前 9時〜午後 4時　縄文ムラ
　猪風来による縄文土器野焼きを開催。芦ヶ崎小学校の子ど

もたちの作品を野火で焼きあげます。

8 月 4日　午後 1時〜　企画展示室
　作品出品者によるギャラリートークを開催し、作品の展示

解説を行います。

8 月 4日　午後 5時〜　縄文ムラ
　縄文仮面を被り、夕焼けの縄文ムラにて桜月流剣舞「縄文ツルギサイ」を開催。

○夏季企画展Ⅱ
　「町まるごと博物館展」開催中！
　～8月 19日㈰
　今年の町まるごと博物館展のテーマは、「体験」です。

　下島川の水辺の生物、小松原湿原、湧水、上野集落と 5 月から 7 月にかけて

開催した体験実習の調査をご報告いたします。

　また、今年、2 月に亡くなられました樋熊清治先生の津南町での調査の成果を

遺品とともにご覧いただきます。

内なる風景 野焼き写真

　

は
２
０
１
０
年
に
瀬
戸
内
海
を
舞

台
と
し
た
芸
術
祭
を
見
て
き
ま
し
た
。

瀬
戸
内
の
景
色
は
、
山
育
ち
の

に
は
、

ど
れ
も
新
鮮
で
美
し
く
感
動
の
連
続
で

し
た
。
芸
術
作
品
は
、
何
も
な
け
れ
ば

通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
海
辺
の
景
色
に
目

を
と
め
さ
せ
、
作
品
に
導
か
れ
る
ま
ま
、

観
光
地
で
な
い
過
疎
の
島
々
を
巡
り
ま

し
た
。
い
く
つ
も
の
空
き
家
で
は
、
作

品
だ
け
で
な
く
家
の
作
り
の
違
い
か
ら

文
化
の
違
い
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

外
か
ら
芸
術
祭
を
見
る
こ
と
で
、
そ

の
土
地
を
訪
れ
る
人
た
ち
が
、

と
同

じ
よ
う
に
作
品
だ
け
で
な
く
、
こ
の
妻

有
の
景
色
や
文
化
を
見
て
帰
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
あ
芸
術
祭
が
始
ま
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

普
通
な
ら
観
光
客
が
入
る
こ
と
の
な
い

集
落
に
人
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
普
段
の
暮
ら
し
で
迎
え
ま
し
ょ

う
。「
お
め
さ
ん
、ど
っ
か
ら
来
た
ね
？
」

と
声
を
か
け
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
警

戒
す
る
必
要
も
、
着
飾
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
田
舎
ら
し
さ
を
見
て
も
ら
い

田
舎
を
感
じ
て
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
で
き
れ
ば
多
く
の
町
民

に
た
く
さ
ん
の
芸
術
作
品
を
見
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
同
じ
ふ
る
さ
と
妻
有
で

も
、
み
ん
な
同
じ
で
な
い
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

田
舎
は
、
田
舎
を
発
信
し
続
け
な
け

れ
ば
生
き
残
れ
な
い
時
代
が
き
て
い
ま

す
。
経
済
効
果
だ
け
で
は
は
か
れ
な
い

「
価
値
」。
最
近
そ
う
い
う
も
の
を
芸
術

祭
に
感
じ
て
い
る

で
し
た
。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
い
よ
い
よ
大
地
の
芸
術
祭
が
７

月
29
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
中
心
部
に
も「
建

具
ノ
モ
リ
」
と
い
う
建
具
を
組
み
合
わ
せ
た
巨
大

な
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事

：

特
集
）


